予算要求資料
平成27年度当初予算　　　支出科目　款：教育費　項：教育総務費　目：教育指導費
	事業名　いじめ対策等生徒指導推進事業費


（この事業に対するご質問・ご意見はこちらにお寄せください）　

　　　　　　　教育委員会 学校支援課 生徒指導係　電話番号：058-272-1111（内3695）

　　E-mail：c17782@pref.gifu.lg.jp
１　事業費　　        　　　　2,050千円（前年度予算額： 2,050千円）
＜財源内訳＞　
	区　分
	事業費
	財　　　　源　　　　内　　　　訳

	
	
	国　庫

支出金
	分担金

負担金
	使用料

手数料
	財産収入
	寄附金
	その他
	県　債
	一　般

財　源

	前年度
	2,050
	2,050
	0
	0
	0
	0
	0
	0
	0

	要求額
	2,050
	2,050
	0
	0
	0
	0
	0
	0
	0

	決定額
	
	
	
	
	
	
	
	
	


２　要求内容
（１）要求の趣旨（現状と課題）
いじめの問題に対応するために、事後の対応だけでは根本的な解決にならない。そこで、いじめ問題等への対応として、学校、家庭、地域等、全ての関係者が一丸となり子どもの命を守り、育て、いじめに向き合うための取組みを推進する必要がある。
（２）事業内容

幼、小・中学校、高等学校、特別支援学校の園児及び児童生徒や教職員に加え、ＰＴＡ、地区住民、青少年育成団体等が、園児及び児童生徒の自己肯定感を高め、いじめ未然防止のための「子どもの居場所と絆づくり県民運動」の取組を推進する。この取組を通して、園児及び児童生徒が思いやりのある望ましい人間関係を生み出すとともに、いじめの問題を大人が強く意識するようにし、さらにネット上のいじめを含めたネットのトラブルについても県民運動として推進し、この取組を県内に広く普及・啓発する。
３　事業費の積算内訳
	事業内容
	金額
	事業内容の詳細

	報償費
	1,000
	「子どもの居場所と絆づくり県民運動」の委員謝金
ネットいじめ未然防止のための啓発アプリの新開発講師謝金

	旅費
	490
	「子どもの居場所と絆づくり県民運動」の委員旅費等

	印刷製本費
	560
	啓発資料の作成

	合計
	2,050
	


	　決定額の考え方　




４　参考事項
（１）各種計画での位置づけ
　　・第２次岐阜県教育ビジョン

　　　基本目標２　豊かな心と健やかな体をはぐくむ教育の推進

（３）いじめ等の問題行動や不登校への対応と教育相談体制の充実
取り組むべき主な施策

　　　　④地域で子どもを守り育てる運動の推進
事業評価調書
	□  新規要求事業　

	■  継続要求事業


	１　事業の目標と成果


（事業目標）

	・何をいつまでにどのような状態にしたいのか
　園、小・中学校、高等学校、特別支援学校の園児及び児童生徒や教職員に加え、ＰＴＡ、地区住民、青少年育成団体等が、児童生徒の自己肯定感を高め、いじめ未然防止のための「子どもの居場所と絆づくり県民運動」の取組を推進する。この取組を通して、園児及び児童生徒が思いやりのある望ましい人間関係を生み出すとともに、いじめの問題を大人が強く意識するようにし、さらにネット上のいじめを含めたネットのトラブルについても県民運動として推進し、この取組を県内に広く普及・啓発する。


（目標の達成度を示す指標と実績）

	指標名
	事業開始前
	指標の推移
	現在値
	目　標
	達成率

	あったかい言葉かけ運動作品募集
	30,374
（H24）
	30,374
（H24）
	50,912
(H25)
	10,000

(H26)
	45,000
（H27）
	22.2％


	県民運動推進会議への参加者
	1,000人
（H24）
	1,000人
（H24）
	1,340人
(H25)
	480人

(H26)
	1,500人
（H27）
	 32.0％



○指標を設定することができない場合の理由
	


（前年度の取組）

	・県内全域であったかい言葉をかけあう「あったかい言葉かけ運動」を推進し、その内容を短い文章にまとめた作品募集を行った。

・学校とＰＴＡ、地域の大人が連携して、子どもと大人がインターネットトラブルについて問題点を一緒に考え、正しい使い方を学び合う。
・子どもと大人がいじめについて直接交流する中で、大人がいじめについての認識を高めることを目的とする「居場所と絆づくり交流会」について、県内全ての地区で生徒指導連携強化委員会に位置付けて開催した。


（前年度の成果）

	・特に「あったかい言葉かけ運動」は児童生徒や保護者、地域住民などが多数作品を募集し、自己肯定感を高めることにつながっている。

・「居場所と絆づくり交流会」では、大人が子どもの考えを聞く中で、いじめを許さない意識が高まった。

	２　事業の評価と課題


（事業の評価）

	・事業の必要性（社会経済情勢等に沿った事業か、県の関与は妥当か）

○：必要性が高い、△：必要性が低い

	(評価)

○

	いじめの未然防止として、学校、家庭、地域等、全ての関係者が一丸となって子どもの命を守り、いじめに向き合うことの重要性を認識することができている。


	・事業の有効性（指標等の状況から見て事業の成果はあがっているか）

　○：概ね期待どおり又はそれ以上の効果が得られている、△：まだ期待どおりの成果が得られていない

	（評価）

○

	子どもに関わる大人達のいじめについての意識が高まっている。

県内の学校等に取組の紹介ポスターやカレンダーを配布することで事業の成果を周知できている。

	・事業の効率性（事業の実施方法の効率化は図られているか）

　○：効率化は図られている、△：向上の余地がある

	(評価)

○

	ネットいじめについて年齢に応じた新たな対策アプリを作成するなど、ネット上のトラブルについて対策が取られている。


（今後の課題）

	・事業が直面する課題や改善が必要な事項
・ネットいじめなどのネットトラブルについて、社会全体の問題として県民運動を推進していく。

・「居場所と絆づくり交流会」の開催会場を増やしていく。

・「あったかい言葉かけ運動」をより周知していく。


（次年度の方向性）
	・継続すべき事業か。県民ニーズ、事業の評価、今後の課題を踏まえて、今後どのように取り組むのか。
・大人への周知も含め、ネットいじめへの対策を行っていく。

・ポスターやカレンダー以外の周知方法として、電柱広告や新聞等での幅広い方法を検討していく。


